
 
 
 
 
 

小麦の採種ほ場審査を実施しました 

 

４月２８日に彦根市および愛荘町にて、小麦「ふくさやか」の採種ほ場の出穂期審査を実施し、

種子生産者に対し、優良種子生産のための指導を行いました。 

 

湖東地域では、約 24ha で小麦「ふくさやか」の種子生産が行われており、県内で作付けさ

れる「ふくさやか」の種子全量を生産する役割を担っています。 

採種ほ場では、審査請求に基づき、出穂期と糊熟期に審査を行います。当課は審査員として、

異種、異品種株および変異株の有無、雑草の発生程度、種子伝染性の病害虫の有無など５項

目について、基準に適合するか審査します。今回の審査では、いずれのほ場でも適切な管理を

されていることが確認できました。 

審査後は、審査結果を種子生産者に伝えるとともに、変異株の特徴や雑草の抜き取りなど糊

熟期審査に向けた今後のほ場管理について指導しました。次回は、糊熟期を迎える５月下旬に

審査を実施する予定です。 

 当課では、今後も高品質な小麦の種子が安定生産されるよう引き続き支援していきます。 
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